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日本の青年会議所は

混沌という未知の可能性を切り拓き

個人の自立性と社会の公共性が

生き生きと協和する確かな時代を築くために

率先して行動することを宣言する



新年明けましておめでとうございます。2002年の新春

を迎え皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げ

ます。

今、日本が変わろうとしています。それは理想とす

る社会へ向けた改革への道なのか、2002年はその先

鞭をつけるであろうと思われます。そのような転換期

である一年をしっかりと青年としての責務を認識し、

私は第５３代理事長として、自覚をもって臨んでいきた

いと思います。

社団法人東京青年会議所は、２１世紀のスタートを

「志民の世紀を創ろう」と、我々自身が志新たに歩み

出しました。本年は、その志をしっかりと受け継ぎ、志

を同じくする多くの人と共に力をあわせ「志民社会」

を形成し動かして行かなければなりません。

志を運動に、そして形にして行くために――

日本が今、改革への大きな期待と改革を受け入れ

る覚悟と痛みの狭間において、総論には賛成であり

ながら、各論になると形付ける事の難しさに揺れ動い

ています。

その大きな転換期に東京青年会議所が果たすべき

役割と可能性はどこにあるのか、志を運動に、そして

形にして行くために。私たちは、現代社会を取り巻く

様々な解決すべき問題のコア世代であります。親の世

代に迫り来る高齢社会、次代を担う子供の世代の教

育問題、数年先の環境破壊による結果が自覚できる

初めての世代などのように、経済、政治、国際含め全

てにおいて当事者であり、責任世代だからこそ高い志

と強い覚悟を持って、団体の性格をフルに発揮した行

動を起こさなければなりません。

連携型社会システムを目指して――

一人ひとりが生きる力を見失いがちな現代社会に

おいて、政治・経済・社会情勢のいずれにおいても不

透明感が続く中、今その混迷の時代から、自立した個

人に支えられたネットワーク型の社会が着実に育ちつ

つあります。そして、個人やNPOが地域全体の利益や

価値の向上を目指して、共に社会を良くしようと動き

出すときを迎えております。

私たち東京青年会議所は、市民の意識・視点を明確

に持った青年経済人の集まりという特性を活かし、

NPO・企業・行政などとより深い信頼関係を構築し、互

いの連携をもとに問題を解決して行かなければなりま

せん。

東京青年会議所が、「公益」という社会的に大きな

責任を常に自覚し、連携型社会システムの構築を目

指した運動展開を行うことによって、社会は必ず動き

出します。

積極果敢に今、Jayceeとして動き出そう――

私たちは、「志民社会」を動かす志士たらんとする

気概を持って、在るべき姿を一つひとつ形にしていか

なければなりません。23区を活動拠点とした特性を活

かし、問題の抽出と政策を具現化するための「地域で

の実践」と、問題を分析し効果的な運動展開のため

の「政策の立案」という両輪の組織は必要不可欠であ

ります。

『東京が変われば、日本は変わる』そんな気概と可

能性を一人ひとりが持ち、さまざまな運動を通して気

付き、行動を起こし形にしていこうではありませんか。

いつの日か、私達の理想が達成されたとき、理想と

する社会が訪れたときにおいても次なる目標を掲げ、

さらに一歩前へ出て積極果敢に動く人、それが

“Jaycee”です。

私は、第53代理事長として高い志と強い覚悟を持

ち、志民社会を動かす全てのJayceeメンバーと共に、

責任を持って理想の達成に邁進いたします。

－ The First Called Tokyo JC －
私たちの生活する地域から、まず最初に必要とされる東京ＪＣ

地域に根付き活動するＮＰＯから、まず最初に求められる東京ＪＣ

社会に貢献したいと思う志高き若者から、まず最初に選ばれる東京ＪＣ

～そんなＪＣであり、Jayceeでなければならない～

最後に2002年の皆様の積極果敢な行動が、志民社会

を動かす推進力となるよう、心から御祈念申し上げま

して、年頭のご挨拶とさせて頂きます。

21世紀のスタートは、「志民の世紀を創ろう」と、我々自身が志あらたに歩みだしました。
その志をしっかりと受け継ぎ、志を同じくする多くの人と共に力を合わせ、「志民社会」を
形成し動かして行かなければなりません。
「Jaycee」というのはJCメンバーを表すものですが、我々と同じ志を持つもの、つ
まり「青年会議所精神」を持つ青年であるならば、一人ひとりの「ちから」を連携するこ
とによって、「限りない推進力」として東京から起動して行きましょう。
http://www.tokyo-jc.or.jp/に全文掲載があります。
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今、動き出す「志民社会」
―Jayceeから起こす、限りない推進力（ちから）を東京から―

2002年度第５３代理事長　西野晃透（にしの・てるゆき）

年間スローガン 基 本 方 針

高い志と強い覚悟を持ち、「理想とする社会の
達成」に向けた積極果敢な行動

新経済市民団体として、「個人の意識改革」と
「社会システムの改革」という両面運動の推進

1.

2.

有効迅速な組織を目指し、「連携型の運動展開」
「実践型組織の構築」「研修機能の確立」「財政
構造改革」の実施強化

3.

連携型社会システムの構築を目指して

MESSAGE

炭焼ステーキ
の贅を織る。
選ばれた良質の三田

さんだ

牛と磨かれた技が
創る最高のおもて
なしを。

※コース料理のご予約

はお二人様以上で

お申し込み下さい。 〈御年賀用〉
本店 皮
謹製三田優秀牛
すきやき・しゃぶしゃぶ
塩焼用に。
又、ローストポーク等。
各店にてご予約承ります。

新橋
田村町

姉妹店
銀座八丁目
博品館

103（3574）8248 営業時間 11：30～23：00

『黒毛和牛（食肉）』と云われる品種は、ホルスタイン（乳牛）とは基本的に餌・飼育等が違い、三田（但馬）は

古くから、近江・松坂、主たる産地では血統による管理を行い、子牛より登録、氏・素性が明確にされ、血

統書により飼育・管理されます。その子牛の父・母・両方の祖父母・曽祖父母、及び繁殖者が明確に解る

仕組みになっており、云うまでもなく肉牛は健康でなければならず、日々餌の食べ具合等、子供以上に手塩

にかけて育てられ、大豆・とうもろこし・大麦・稲藁を混ぜて与え、ミネラルを含んだ自然の栄養豊富な水と

岩塩も与えます。賭場に於いては獣医が生体及び内臓を検査し検印を押します。乳牛はその品種の特徴

から、多頭飼育ですが、黒毛和牛は少数頭を一軒当り2～3頭、多い人で10頭程度と少なく、きめ細やか

な愛情をこめて育てられています。値段的には高価ではありますがこの管理された黒毛和牛を、会社創業

以来追求し続けそれに見合う、美味しさ・安全性を提供し、今迄も間違いなく安全ではありましたが今後

も従来どおり、血統書から管理・飼育され、加えてBSEスクリーニング検査、肉牛枝肉取扱証明書付きの

物しか扱わず、より以上安全な黒毛和牛を安心して、お召し上がりください。

a S « ˘ ¡ ‡

分店
築地STEAK

103（3543）7214 営業時間 12:00～23：00

本店
新橋田村町

103（3591）8765 営業時間 12：00～23：00



平成１４年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。
最近のわが国経済は、米国における同時テロ事件により世界

同時不況を招く懸念が高まるなか、輸出が減少し、国内の生産、
設備投資が落ち込むなど、極めて深刻な状況にあります。加えて、
雇用情勢は厳しさを増し、個人消費も弱含んでおります。
こうした厳しい経済状況の中、小泉内閣において「聖域なき構
造改革」が進められつつあります。構造改革は日本経済を再び持
続的な成長路線に戻すために不可欠であることは十分認識して
おり、われわれ商工会議所も率先して推進する気概をもって支援
したいと存じております。しかしながら、現下の経済情勢の下で財
政再建に軸足を置いて改革を進めようとすれば、景気はますます
落ち込み、経済再生のコストもかさみ、構造改革自体の推進が困
難になるとともに、苦境の中、懸命に経営努力を続ける意欲ある
中小企業まで存続の危機に追い込み、結果として、わが国経済
のダイナミズムを喪失しかねない恐れがあると存じます。
過去においても、また国の内外においても、不景気の中での構
造改革は成功したためしはありません。したがって、改革を成功
に導くためにも、まず景気回復を図り経済を安定させることが肝要

であると考えます。今、政府に是非ともお願いしたいことは、構造
改革の方針の下で、緊急性の高いものから手掛けるとともに、こ
れを支えるための大胆な景気浮揚策を講じることであります。同
時に、わが国経済の基礎を担う中小企業が本来有する創造性、
機動力を発揮できるよう、また経営者が元気を取り戻せるように、
金融・税制・事業支援制度などの拡充に万全を期すことであると
考えます。
申し上げるまでもなく、中小企業が活力を取り戻すことなくして、
今後のわが国経済の発展はあり得ません。中長期的な視点に立
って、新規創業支援をはじめ、中小企業が経営革新に積極的に
取り組み、新しい分野や前向きの投資、技術開発に果敢に挑戦
できるよう、潜在力を持ち意欲のある中小企業を大いに伸ばすた
めの施策を重点的に実施することが重要であります。われわれ商
工会議所としても、新規創業や中小企業の経営革新の支援に全
力を挙げて取り組みたいと存じます。また、今後は、他の中小企
業関係団体との連携を一層強化して、中小企業のための政策実
現に向けて全力を挙げて取り組んでいく所存であります。（中略）
皆様の一層のご支援・ご協力を心からお願い申しあげます。

3TOKYO JC NEWS 2002.jan

MESSAGE

社団法人東京青年会議所の皆様におかれましては、めでた

く2002年の門出を迎えられたこととお慶び申し上げます。ま

た日頃より社団法人日本青年会議所に対し、格別のご支援を

賜り厚く御礼申し上げます。

貴青年会議所は、この記念すべき門出に際し、今年度“今、

動き出す「志民社会」－Jayceeから起こす、限りない推進力

（ちから）を東京から－”のスローガンを掲げ、西野晃透理事

長のもと心を一つに新たな決意を胸に刻み込んだものと思い

ます。

今私達を取り巻く社会は、正に混沌とした状況にあります。

しかし、そんな時代だからこそ私達青年はもう一度、現状を

踏まえた自己分析にたった観点から自分を見つめ直し、自ら

の内面にしっかりとした生き方を確立する必要があります。そ

して夢と希望をもち、新たなそして大きな一歩を踏み出し、私

達の子どもたちの住むまちを素晴らしいまちにしたいという

夢や希望を現実のものにするために、努力を惜しまないこと

こそ最も基本となる私達ＪＣの姿勢であると考えております。

今時代は、かつての大偉業を成し遂げた先人達のような改革、

変革のできる逞しさを持ったたのもしい人材と組織を必要と

しています。幾多の苦難の中から夢を描いて立ち上がり、新

しい歴史を創りはじめるために後ずさりすることなく、個性的

で具体性に富んだ努力を貫き通す気概を持ったたのもしい人

材と組織を育成することこそが２００２年度の青年会議所に与え

られた命題なのです。今こそ日本ＪＣとＬＯＭが共に力を合わ

せ、活力ある人材と組織を創り出すために、対話を重視した

フラットな組織づくりを目指し、この命題に向かって全国７４７

の会員会議所と共に勇気を持って、「混沌からの出発」を現実

のものにしたいと考えております。

これからも社団法人東京青年会議所の皆様が、基本方針で

ある連携型社会システムの構築を目指し、その輝かしい伝統

と資産を生かして、勇気を持って夢の実現のために新たなる

一歩を踏み出される事を心からお祈り申し上げまして、新年

のご挨拶とさせていただきます。

「２００１年１０月１２日 社団法人日本青年会議所総会にて新

JC宣言文が採択されました。当会議所からは２００１年度

塩澤好久理事長が新宣言策定会議の委員として参加され、

その策定に関わって参りました。社団法人日本青年会議

所は２０００年度に承認された２０００年代運動指針において、

「個と公の調和」が核となることを明確にしており、１９８８

年に策定された前宣言文とはその基調を異にしていると

いう考えによって策定が推進されました。現メンバーの皆

さんには長年親しまれてきた前宣言文ではありましたが、

これからは変革の能動者として新しい世紀の岐路に立ち、

志を新たに、新宣言を通じて運動の方向性を定め、自ら

の存在意義を明らかにして行こうではありませんか。」

社団法人東京青年会議所 新年に寄せて
MESSAGE

日本・東京商工会議所

会頭　山口 信夫

社団法人日本青年会議所
２００２年度第51代会頭

松本 秀作

新JC宣言がスタート！！

詳細は http://www.jaycee.or.jp/2001/declaration/ に掲載されています。

年　頭　所　感
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このところ、人の命がその重さや手ごた

えを益々失ってきているように思います。日

本人の魂、日本人の精神はまさに危機に瀕

しているように見えます。戦後は『情』ほど

軽蔑されてきた言葉はありません。『情』の

りっしんべんは心の下半身、青は慈悲を表

します。愛は知的なもので差別感を超えた

ヒューマニズムを示す心の上半身ですが、

情は喜び、悲しみなど理屈抜きでかわいそ

うといって抱きしめるこころの下半身をあ

らわしています。

この二つをあわせて心なのですが、戦

後の日本は涙もろく湿った感覚のある情の

部分を徹底的に排除し軽蔑して乾ききった

社会を作り上げてきました。それは、あた

かも建築の世界で泥を水でこねて土壁を

作り家屋を建ててきた戦前の湿式工法と

違い、戦後は水を一滴も使わずに建設す

る乾式工法に似ています。まさに乾ききっ

た世の中が出来ました。

家族の会話もない乾式家庭、終身雇用

ではなくリストラに怯えつづける乾式雇用、

情緒を無視しコンピュータ管理する乾式教

育など人間に関する事に象徴的に現れて

います。

その結果が一年間の一般民間人の自殺

者が３３０００人という数字です。交通事故の

死者は一年間９０００人、ベトナム戦争１５年

間のアメリカ兵の死者は５１０００人です。こ

れを考えると有事立法が盛んに言われま

すが、今の日本がまさに有事で、今が戦争

なんだと言わざるを得ません。自殺者の増

加と凶悪犯罪の増加が並行して起こってい

ます。乾式社会でこころが乾ききっている

ため命が非常に軽く扱われています。命が

重くないから簡単に自殺するし、軽く他人

も殺せるのでしょう。

私は敗戦直後の経済的混乱を体験しま

した。その経験からいって経済問題などど

んなに困難でも大丈夫です。２５年経った

らまたバブルが始まります。心の荒廃こそ

が問題です。

なぜ人を殺してはいけないのかという子

供の問に対して、文部科学省がマニュアル

を作り『人に足を踏まれたら痛いでしょう。

だから人の足も踏んじゃいけない。同じ様

に自分の命は大切でしょう。だから他人の

命も大切にしましょう』というものでした。こ

れでは本質論に欠け説得力がありません。

もっと本質的な答えを考える必要がありま

す。

自殺は心のデフレ、魂の不良債権で１件

の自殺は近隣の３００人に心的外傷をあた

えるといわれています。戦後日本は封建社

会から立ち直るため、テクノロジー中心の

乾いたドライな社会を目指して突き進んだ

ため、湿気が邪魔になりました。それが行

（社）東京青年会議所西野晃透理事長は、作家の五木寛之氏と１２月４日午後３時

から東京プリンスホテルで会談した。五木氏はかねがね次代を担う世代であるＪＣ

に期待を寄せＪＣとの連携を模索していたが、連携して何かを成すにあたって自分が

今何を考えているかを知ってほしいとの思いから会談が実現したもの。

当日は西野理事長のほか、渡邉歴代理事長、山�、谷田、田中副理事長、長岡専

務理事、美和総務室長、田辺広報特別委員長、相澤総務渉外委員長らが同席した。

会談では今年６月から新シリーズ「日本人のこころ」（講談社　全６巻）を上梓する

五木氏が「情（こころ）」について持論を展開、本当は日本人の“情”と書いてこころ

にしようと思っていました。読みにくいので、最終的に“こころ”としたが、こころに漢

字を当てるとしたら心ではなく情ですと前置きして概略次のように語った。
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どもう一工夫が必要です。管理するのでは

なく観客に奉仕しないといけません。日本

はボランティア精神をノウハウ化してきませ

んでした。ＪＣはいろんな可能性のある団

体ですから頑張ってほしいですねと注文を

つけつつ激励した。

西野理事長からは自分の娘が一度は反

発した祖母の見舞いに自ら進んでいくよう

になったエピソードの紹介や、東京青年会

議所の来年度の活動方針、志民社会につ

いて説明が行なわれた。これに対し五木

氏はすでにお子さんの中に湿った水のプ

ールがあったから親の言葉に反応したん

ですね。そうした土壌を作り出す教育が大

事です。日本にはＮＰＯの伝統があります。

知情意の３つを統合するようなアプローチ

が必要ですね。日本は神仏習合で仏と神

が共存しています。アメリカの家庭にキリス

ト教とイスラム教があればアフガン戦争は

起こらなかったかもしれません。日本は古

来から一木一草に命が宿り、八百万の神

がいるという宗教感覚がありました。これ

こそが世界に輸出できる思想です。２１世

紀の大きな課題である環境問題、宗教・民

族問題も日本の宗教感覚からくる寛容の精

神があれば解決できるのではないでしょう

かと述べた。

その後五木氏は東京、京都、金沢など江

戸文化と地方文化の多様性、情報公開と

日米メンタリティーの違い、日韓ワールドカ

ップなど幅広い話題に触れ持論を展開し

た。

最後に知るは楽しみなりといいます。と

にかく私たちは日本を知らなすぎます。漢

字、ひらかな、カタカナ、ローマ字などを過

不足なく使いこなす豊かな文化をもった日

本をもう一度知ってほしい。知ることは景

色が変わりますと語り豊な日本を今一度取

り戻そうと出席者に呼びかけた。

東京青年会議所では今後も機会があれ

ば定期的に五木氏と会談したいとの声も

有り、ＪＣと五木氏の連携を取った動きの成

り行きが注目される。

（2001年12月4日　東京プリンスホテルにて）

き過ぎてしまったのが現代社会です。昔の

日本人は泣くことを大切にしてきました。ユ

ーモアと笑いはカルチャーですが、それは

乾いています。涙と泣くことは湿ったカルチ

ャーです。泣くべき時に泣き、泣くべきで

ない時は歯を食いしばって我慢しました。

そのことが適度な湿気があるみずみずしい

社会を作り上げていました。慈父と悲母と

いうように理性的愛と盲目的情が今こそ必

要なのではないでしょうかと語った。

また、ＪＣについては今は新旧老若など

バラバラのグループに分かれており、グル

ープ内でも対立があって三国志のような状

態です。ＪＣは眉を吊り上げて何かを主張

するのではなく多少の遊び心があるからい

いですね。ただやや論に傾きすぎる傾向

がありますが、動員するのではなく緩やか

に多くの人が楽しめる活動をしてほしいと

思います。ＪＣの会合に行って思うことは、

まず演壇が高すぎます。演壇はテロを防ぐ

ためのもので、観客とのコミュニケーション

は講師の体が見える度合いと比例します

から、そんな心配のない催しはもっと演台

を低くすべきです。セミナーでもあれをや

っちゃいけないこれをやっちゃいけないな

どなど禁止事項が多すぎます。そんなこと

よりもサウンドチェックも自分たちでするな

NEW YEAR DISCUSSION

いつき・ひろゆき PROFILE  

1932年9月福岡県生まれ。朝鮮に渡り戦後

引揚げ、早稲田大学露文科に学ぶ。66年

『さらばモスクワ愚連隊』で小説現代新人賞、

67年『蒼ざめた馬を見よ』で直木賞、76年

『青春の門・筑豊篇』ほか、文明批評的活動

が注目を集めている。近著に『生きるヒント』

シリーズ、『大河の一滴』『他力』『人生の目

的』『知の休日』など。



6 TOKYO JC NEWS 2002.jan

１６日
1月例会
・新年賀詞交歓会
例会特別委員会

２４－２７日
日本JC

京都会議

5日
2月例会
・会員拡大
会員室

２７日
第107回
定時総会

１２日
3月例会
・「環境に
国境なし!!」

環境政策委員会

２２－２６日
国際貢献環境
ミッション in
CHINA
国際政策委員会

１８日
4月例会
・経　済
経済政策委員会

１６日
5月例会
・APICC
国際政策委員会

１５－２０日
ASPAC

２２日
中野区長選挙
公開討論会
中野区委員会

２５日
第5回
港区国際
フットサル大会
港区委員会

8日
ブラッシュアップ
セミナー2002
会員研修委員会

２３日
6月例会
わんぱく相撲
東京都大会
わんぱく相撲特別委員会

未定
防災フェスティバル
目黒 vol.2
目黒区委員会

３０日
東京ブロック
会員大会

3日
シンポジウム
「真の自立国家とは
－日本の進むべき道」
千代田区委員会

6日
大田経済
コミュニティー2002
大田区委員会

6～7日
関東地区
会員大会
秩父

6.１３.２０日
新経済市民アカデミー
in 中野
中野区委員会

１１日
7月例会
・福　祉
福祉政策委員会

4月-6月わんぱく相撲地区大会

日時未定
・衆議院議員選挙
公開討論会

（政治・行政政策委員会　23地区委員会）
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１２日
Katsushika
Wonder-School
「教育から共育へ」
葛飾区委員会

１３日
地域で育む
公開授業
板橋区委員会

未定
ベンチャーキッズ
フォーラム2002
in 新宿
新宿区委員会

２８日
わんぱく相撲
全国大会
わんぱく相撲特別委員会

２７・２８日
日本JC

サマー
カンファレンス
横浜

未定
自然とふれあおう
わんぱくKIDS 
in 宇佐美学園
中央区委員会

7日
9月例会・政治・行政
地域再編特別委員会
政治・行政政策委員会

8日
桜橋・わんぱく
トライアスロン
2002
墨田区委員会
台東区委員会

１４日
地域教育ｉｎ北区
「地域が支える開
かれた学校」
北区委員会

１８日
SUPPORT
TOSHIMA
経済活性プログラム
豊島区委員会

２６－２９日
日本JC

全国会員大会
旭川

２９日
グリーン
コミュニケーション
練馬区委員会

３０日
第3回
EDOGAWA
社会体験実習
江戸川区委員会

未定
クリエイティブ
ARAKAWA
荒川区委員会

9日
10月例会・教育
教育政策委員会

１２日・２６日
次年度理事・
委員長セミナー
会員研修委員会

２８日
さよなら東京ブロック
瑞穂町

未定
KOTO
寺子屋実習
江東区委員会

未定
目黒区長選挙
公開討論会
目黒区委員会

１６日
さよなら関東地区
横浜

２９日
第108回
定時総会
11月例会
・NPOアワード
NPO連携特別委員会

２３－２８日
JCI世界会議
ラスベガス（USA）

１４日
12月例会
クリスマス交歓会
例会特別委員会

※記載されている事業名称及び日時は2001年12月現在のものです。
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副理事長・専務理事メッセージ

「連携型社会システムの構築を目
指す」という基本方針に則り、Ｎ
ＰＯ連携特別委員会・広報特別
委員会では、東京ＪＣ各委員会
と他団体や地域との効果的な連
携を形にしていく。地域再編特

別委員会では、各地区で行なわれる区政連絡会議を
踏まえ、広域区政連絡会議を開催し、民主導の地域
再編の形を模索する。経済政策委員会では「日本経
済の再生」を主軸にオープン例会を開催。第７地区
（江東・江戸川・葛飾）を担当。

山 佳一 副理事長

政策委員会では教育・福祉を担
当し、より実践的な政策の立案と
行政・関連団体・ＮＧＯとの積極
的な連携を目指す。
地区は第１（千代田・港・新宿）第
４（渋谷・中野・杉並）を担当し、

行政、地域ＮＰＯとの更なる連携を図る。例会特別委
員会では自身の経験をもとに月例会参加者の増加を
導く。また、じゃがいもクラブを通じＯＢとの連携を強
化したい。東京ＪＣから日本を変えるべく、メンバーと
力を合わせ主体的に行動していてく。

田中伸一 副理事長

東京ＪＣの運動をかたちにしてい
くためには良き理解者・協力者
の獲得が必要である。本年、各地
で開催される予定の衆議院議員
選挙公開討論会及びわんぱく相
撲地区大会では、ＪＣ内のみなら

ず、地域における各種団体との連携を重視し、連携
型社会システムの構築へつなげる。地区は第５（練
馬・豊島・板橋）第６（北・足立・墨田・荒川）を担当。
地区連絡協議会では委員長、担当理事同士の情報交
換の場とし効率の高い運動展開へ導いていく。

谷田 泰 副理事長

総合政策会議では各政策委員会
の知恵を総動員し東京JCオリジ
ナルの政策を立案し、あるべき社
会を目指し効果的運動展開を可
能にする。中長期ヴィジョン策定
会議では、東京JCのIdentityを再

確認し、私達に課せられた社会的使命は何なのかを
考え、組織の進むべき方向を示したい。国際政策は
引き続きグローバルな視点でダイナミックに活動し、
環境政策は新しい政策軸を提起する。地区委員会は
地域での社会変革のリーダーを目指す。

平 将明 副理事長

皆さん、日頃のJC活動を通じて
達成感を感じていますか？未だか
つて経験した事の無い厳しい経
済状況の中、貴重な時間を割い
て我々は志民社会を動かすべく
運動を展開して行かねばなりませ

ん。運営上のリーダーとして高い志と強い覚悟を持ち、
有効迅速な組織を目指し、意味のある時間の使い方
を実践すべく、慣例にとらわれることなく大胆に運営
改革を実行していきます。ご協力の程よろしくお願い
申し上げます。

長岡信裕 専務理事

人生においては、

何事も必然である

「人生万事己因」
すべては自分次第
自分が変わればすべてが変わる
自分が変わらなければ何も変わらない　

「義を見てせざるは勇無きなり」
正義が何かを知りながら、それを行なわないと
いう事は勇気が無いことである

奢れる平家もひさしからず

志あるところに挫折なし
プラス発想

２００２年度 例会について

１月例会 今、動き出す「志民社会」
主管：例会特別委員会

第53代西野理事長の所信表明に始まり、石原伸晃大臣との対談や副理
事長・専務理事による年間活動のプレゼンテーションを通して、一年間の活
動方針を共有します。また、シニアクラブとの共催による新年賀詞交歓会で
は、諸先輩方との交流を通して本年の活動にご支援ご協力を賜ります。

２月例会 「Jaycee」というテーマで「志民社会」を動かす
主管：会員室

通常例会のスタートである２月例会では、青年経済人としての魅力と資質
の向上に焦点を充て、一人ひとりが持つ可能性を様々な運動に活かし、メ
ンバー個人として、さらには組織力の増強にも繋げていきます。

３月例会 「環境」というテーマで「志民社会」を動かす
主管：環境政策委員会

政策テーマの第一弾として、ワンウェイ型の経済社会から省資源循環型
社会の実現を目指して、コンシューマから起こすエコロジー・エコノミーな社会
構築を軸に、環境配慮型経営や総合的な環境力についても唱えていきます。

４月例会 「経済」というテーマで「志民社会」を動かす
主管：経済政策委員会

唯一のオープン例会である４月は、「日本経済の再生」を主軸に、がんば
る個人・企業が報われるフェアでフラットな経済社会の実現を目指して、低
コスト・高満足社会に向けた構造改革を推進し、金融システムなどの制度
改革と、さらには新産業や起業家創出、雇用創出など産業の再生も視野に
入れて切り込んでいきます。

※５月以降の各例会についての詳細は、次号にてお伝えいたします。

５月例会 「国際」というテーマで「志民社会」を動かす
主管：国際政策委員会

６月例会 「わんぱく相撲東京都大会」
主管委員会：わんぱく相撲特別委員会

７月例会 「福祉」というテーマで「志民社会」を動かす
主管：福祉政策委員会

９月例会 「地域再編」というテーマで「志民社会」を動かす（協力事業）
協力：地域再編特別委員会、政治・行政政策委員会

１０月例会 「教育」というテーマで「志民社会」を動かす
主管：教育政策委員会

１１月例会 「ＮＰＯ」というテーマで「志民社会」を動かす
主管：ＮＰＯ連携特別委員会

１２月例会「クリスマス例会・卒業式」
主管：例会特別委員会

本年も各例会には主要な講師を交え、新世紀日本の再建を青年経済人
として、志民として、私たちJayceeが持つ限りない推進力（ちから）を首都東
京から発信し、社会に一石を投じることが出来るよう様々な切り口にて開
催いたしますので、一人でも多くの参加をお待ちしております。

理事　例会特別委員会　特別委員長　古谷真一郎

2002年度の月例会は、今、動き出す「志民社会」－Jayceeから起こす限りない推進力（ちから）を東京から－のスローガンのもと、「志民社会を動か
す」ということをキーワードに「国民の意識改革」と「国家の制度改革」という視点を持って開催いたします。

JC―IDカードを取得しましょう！
皆さんＪＣカードをご存知ですか？顔写真入りの

クレジットカードに会員番号を入れて、ＩＤ機能を
持たせたダイナースカードの事です。このカードを
使うと使用金額によって、東京ＪＣに資金が還元
されます。敷居の高いダイナースクラブの入会
基準も、東京JCメンバーならどなたでも入会
できるよう考慮されています。
また、財源確保の他に本年度より東京ＪＣ独自
として、「カードによる年会費の納入」「年会費のリ
ボ払い対応」を実施いたします。この２点は個人
名のカードのみではなく法人名義のＪＣカードでも
ご利用できますので、会員拡大の一助ともしてい
ただけると思います。

理事・財務特別委員会委員長　細谷　晶
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国際貢献環境ミッションin CHINA
（2002.3.22～26） 

今、中国の環境破壊がテレビ等で大きく取り上げ
られていることは皆様もご存知のことと思います。し
かし現実的には遠くの国のお話と感じられている方
が大多数だと思います。事実、私自身もこの事業を
通して中国に訪れていなければ、大都市の目覚しい
経済発展に目を奪われ環境破壊のことや、その影響
が全世界に広がっていることなどは自分には関係の
ない話だったかもしてません。ソウルの友人が黄砂
の影響で韓国の空は太陽がかずんでいると、言って
いたことを実感したのもこの時でした。

2002年度広報メディアのご紹介
東京青年会議所ホームページ

～YES！Tokyo JC's Two-way Communication！～

http//www.tokyo-jc.or.jp/

双方向メディアとして東京ＪＣの様々な情報をメンバー及び外部団体の皆様へタイ

ムリーに発信して参ります。東京ＪＣやメールマガジンの購読申込コーナー各地青

年会議所やNPO等の外部団体とのリンクコーナーを設けました。皆様のご意見や

情報で随時進化して参ります。積極的な情報提供をお願い致します。

東京青年会議所新聞

～Let's Tokyo JC 's Hot Communication！～

東京ＪＣが行なう様々な事業や例会のご案内やご報告、西野理事長のメッセージ

や対談等様々な情報のご紹介を隔月（奇数月）刊でお届けします。本年度は、より

外部へ開かれた東京ＪＣとしての情報発信を行ないます。

東京青年会議所ホームページに購読申込コーナーがあります。

東京青年会議所メールマガジン

～Hello! Tokyo JC 's Information～

毎月一回、西野理事長のメッセージをはじめ、東京JCのホットなニュースをタイム

リーにお届けします。メンバー、外部共随時購読者を募集します。

左記東京青年会議所ホームページに購読申込コーナーがあります。

東京青年会議所コーポレートプロファイル

～Look ! Tokyo JC 's Identity～

外部への団体案内として配布します。様々な事業で連携される外部団体の皆様

や入会希望者の皆様へ積極的に配布しましょう。

メディアの発行運営の他、ニュースリリース、関東地区協議会を通じた日本ＪＣ褒賞

事業への申請サポートなどの活動を行ないます。

理事・広報特別委員会特別委員長　田辺眞一

広報特別委員会のご案内　For Better TokyoJC Net- worker Communications
東京JCの広報メディアは、東京JCの志と運動を広報するメンバーのための情報受発信メディアです。「的確でスピーデ

ィーな発信」のための手段としての有効活用と「信頼のホットな絆」を深めるため人と人との結びつきを深めるような

コミュニケーション活動を目指します。広報メディアを活用しての情報発信は「させられる」ものではなく「使える手段」

です。私たち広報特別委員会は、開かれた東京ＪＣを目指して素晴らしい事業の広報活動をサポート致します。また、

情報提供あっての広報です。委員会及びメンバーの皆様の積極的な広報活動へのご協力をお願い致します。

2002年は訪中環境ミッションを国際貢献環境ミッシ
ョン in CHINAと名称を改めよりこのミッションの意
義を広く伝えていきたいと考えています。昨年、私た
ちは目隠し状態の中３つの大きなテーマを持ち、この
ミッションを立ち上げました。１つ目はは中国の環境
の現状把握とその対応、２つ目は日中の２１世紀に向
けた青年の交流、最後に中国に対するODA（政府
開発援助）の検証とその有効性というテーマを考え
実践しました。テーマに基づき実践した結果、このミ
ッションをより多くの人々に体験していただき、逃げら
れない現実に直面し対応していくことが如何に重要
かという結論に至りました。
私たちは中国にある中華全国青年連合会という

団体と２８年に渡り交流を行ってきました。彼らは会員
が３億５千万人という大変大きな中国の青年団体で
す。中国の様 な々国内問題や青年同士の対外交流
活動などを積極的に行っており、過去には経済交
流や教育問題など様々な活動を、私たち東京青年
会議所と共同で行ってきました。その経緯もあり昨年
のミッション、また２００２年度の国際貢献環境ミッション
にも多大なご協力をいただいていることをここに併記
いたします。
昨年大成功に終わったこのミッションを、２００２年度
はアジアの仲間と共に開催することによりアジア全体

広報特別委員会では今年より、JCメールマガジンを配信します。

この新聞をお読みの方は、この機会に是非お申込み下さい。

メルマガの内容は、西野理事長のメッセージ、

例会の直前情報、公式行事や各事業の案内、

各委員会の開催直前案内、緊急速報etcの新着情報を定期的に配信致します。

登録用紙は、東京ＪＣのホームページにあります。

http://www.tokyo-jc.or.jpのメルマガ登録フォームにご記入の上、お申込み下さい。

メンバー及びシニアの方、そして一般の方も登録お待ちしています。

広報特別委員会　副委員長　松本正一郎

メールマガジンの登録を
只今募集中！

事務局移転のご案内

2002年1月1日、東京ＪＣ事務局が東商ビルからＪＣ会館へと移転し、

7日（月）より新事務局での業務がスタートいたしました。新事務局には

待望の会議室（定員18名）と8人がけのテーブル4つのサロンが出来、

委員会・小委員会・スタッフ会議などに使用することができます。また、

サロンはテーブルをくっつけて定員20名の会議室にもなります。

会議室使用について、詳しくは新事務局へお問い合せ下さい。
〒102-0093東京都千代田区平河町2-14-3

日本青年会議所会館２F
電話03-5276-6161 ＦＡＸ03-5276-6160

で抱える大きな問題に前向きに取り組んでいきたい
と考えています。百聞は一見にしかすということわざ
がありますが、このミッションを体験していただいた
方々には、自分たちが２１世紀のためにしていかなけ
ればならないことの意義を実感していただけると確
信しています。青年たちの交流に国境はなく、環境
問題は一国のものでなく、２１世紀にはアジアがとい
う地域の交流や相互理解のをより活性化していかな
ければならない、そのような日本が抱える諸問題を
実感できるミッションにしていきます。また、昨年に引
き続き論文選考により学生の参加者を１０名募集い
たします。２００２年の国際貢献ミッションに様 な々形で
参加していただき、この感動を共有していきたいと考
えております。

国際政策委員会　委員長　下村　託
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外山
そとやま

一宏
かずひろ

理事・教育政策担当

197048 （A）
昭和40年5月2日生

教 育 政 策

２００２年度教育政策担当理事になりまし

た外山一宏でございます。昨年度の教育連

携事業における素晴らしい貴重な経験を生

かし、本年度も東京ＪＣの教育政策を「政

策軸」と「運動展開」のダブルバインドで広

めていきたいと思います。

本年度は「地域コミュニティ育成」と「ス

クールオアシス推進」の両教育連携事業と

１０月例会にて東京ＪＣならではの「市民社

会」を動かす運動を展開していきます。

よろしくお願い致します。

「いま、魂の教育」
石原慎太郎　著

小
お

川
がわ

勝
まさる

理事・環境政策担当

196064 （A）
昭和40年5月20日生

21世紀は、環境の時代です。我々も企業

家として志民として、もっと真剣に取り組む

べきと考えます。本年はそれを再認識する

年にしてまいります。３月１２日に「環境・経

済・国際」をテーマに例会を行います。

また、３月２２日からの「国際貢献環境2002
in CHINA」に対しても、ご協力させて頂き

ます。年の前半に事業が集中致しますので、

新年からトップギアーで飛ばしてまいります。

どうぞ皆さんよろしくお願い致します。

「経営論」
宮内義彦　著

内藤
ないとう

工
こう

嗣
じ

理事・福祉政策担当

195012 （B）
昭和37年7月10日生

福 祉 政 策

「ビジネスで絶対負けない
7つのセオリー」
春山満 著
ハンディネットワークインターナショナル代表 講談社刊

山岡
やまおか

秀俊
ひでとし

理事・政治・行政政策担当

191207 （A）
昭和39年6月5日生

今や「市民意識の高揚による積極的な政

治・行政への参加」を促し政策誘導型社会

の実現を目指すべく各種公開討論会を開催

することは必要不可欠であると考えておりま

す。また、政策委員会が東京ＪＣのシンクタ

ンクとしての役割を担い得るだけの実力を

涵養し、きちんとした政策軸を打ち出し、そ

の政策軸を踏まえた運動展開を地区委員会

が実践できるよう鋭意努力する所存でござ

いますのでご支援、ご協力を宜しくお願い

致します。

「首相公選」
大改革への実行プログラム
小田全宏　著 サンマーク出版刊

澁澤
しぶさわ

善武
よしたけ

理事・経済政策担当

193072 （B）
昭和39年12月10日生

経 済 政 策

経済活動の中で最も成長する30代という

貴重な時間の中において、自らの企業繁栄

と共に日本の国家を考え、私益と公益のバ

ランスが図れた元気で真に豊かな国づくり

を求めます。私は、青年会議所を通じ、も

のの考え方や国の見方に対し考えさせられ

た事が幾多もあり、今それらの思いを理事

として悔いの無いよう若さと勇気で社団法

人としての公益活動を使い、変化にとんだ

日本と魅力ある東京JCへの組織再編に貢

献する事を念頭におき、信念を持って活動

をしていきます。

「 マネー敗戦 」
吉川元忠　著

本橋
もとはし

喜光
よしみつ

理事・国際政策担当

195080 （O）
昭和37年3月28日生

―アジア・太平洋地域における都市レベ

ル・市民レベルでの相互理解の促進を ―

東京JC国際政策委員会は、おもに東アジア

諸国との都市レベルでの交流＝“隣交”を

通じ、「自分の意見を主張しつつ、異質を尊

重し受け入れることのできる、個の確立し

た国際人」の育成を目指し、メンバーが世

界へアクセスするための一つの窓口となっ

ています。関わるテーマは政治・経済・教

育・環境等多岐にわたりますが、一人ひと

りが「日本代表」のつもりで、一緒に“国際”

を議論していきましょう。

「そうだったのか！現代史」
池上彰　著

小泉改革が進み、社会システムに市場原

理が導入されれば、福祉の視点で物事を考

えることは、ますます重要であると考えます。

本年は、ユニバーサルデザインという新し

い概念に着目し、より多くの志民が、当事者

意識を持って福祉の諸問題に取り組んでい

ただけるよう活動して参ります。自分の力量

を遥に超えた役職を仰せつかり、不安と緊

張の毎日でありますが、ＪＣラストの年であ

り、悔いの残らないよう無い頭を絞って、精

一杯頑張りますので、１年間どうぞよろしく

お願いいたします。

２００２東 京 Ｊ Ｃ 政 策 特 集

環 境 政 策 政 治 ・ 行 政 政 策 国 際 政 策
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●第18回わんぱく相撲全国大会
エントリーLOM名（232LOM）

●ブロック大会開催地決定
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青森ブロック　5LOM
五所川原・十和田・八戸・弘前・三沢

秋田ブロック　11LOM
秋田・あきた湖東・大館・大曲・鹿角・鷹巣阿仁・能代・二ツ井・湯沢・由
利本荘・横手

山形ブロック　7LOM
尾花沢・酒田・庄内中央・新庄・鳥海・鶴岡・東根

福島ブロック　6LOM
会津・会津坂下・郡山・白河・原町・福島

茨城ブロック　9LOM
岩井・笠間・下館・常総・総和三和・土浦・常陸太田・水海道・竜ケ崎

埼玉ブロック　9LOM
入間・越谷・こだま・埼玉中央・坂戸・草加・所沢・とだわらび・八潮

千葉ブロック　12LOM
市川・市原・浦安・柏・かずさ・佐倉・千葉・習志野・野田・松戸・茂原・八
千代

東京ブロック　15LOM37地区
昭島・稲城・清瀬・小平・立川・多摩・調布・西東京・東村山・東大和・町
田・三鷹・武蔵野・むさし府中
東京 足立区・荒川区・板橋区・江戸川区・大田区・葛飾区・北区・江東
区・品川区・渋谷区・新宿区・杉並区・墨田区・世田谷区・台東区・中央
区・千代田区・豊島区・中野区・練馬区・文京区・港区・目黒区

静岡ブロック　10LOM
磐田・御殿場・静岡・駿河・浜松・袋井・富士・富士宮・三島・焼津

愛知ブロック　5LOM
岡崎・春日井・浦郡・豊明・名古屋

岐阜ブロック　7LOM
大垣・各務原・岐阜・郡上・恵南・関・中津川

石川ブロック　5LOM
加賀・金沢・珠洲・七尾・のと

富山ブロック　8LOM
射水・小矢部・黒部・となみ・新湊・滑川・新川・氷見

新潟ブロック　15LOM
いわふね・小千谷・小出・五泉・佐渡・上越・白根・十日町・奴奈川・豊栄・
中条・新潟・新津・見附・雪国

奈良ブロック　5LOM
生駒・橿原・五條・天理・大和郡山

大阪ブロック　17LOM
池田・泉大津・茨木・大阪・貝塚・交野・門真・岸和田・堺・四條畷・大東・
寝屋川・羽曵野・東大阪・枚方・松原・守口

兵庫ブロック　5LOM
明石・尼崎・淡路・伊丹・美方

大分ブロック　5LOM
宇佐・佐伯・中津・日田・別府

長崎ブロック　6LOM
諫早・大村・北松浦・佐世保・島原・福江

第1回オリエンテーション開催のご案内
日　時：２００２年１月２６日（土）

●登録開始：正午
●開　　会：午後１時
ＬＯＭ大会関係
ブロック大会関係
●閉　　会：午後４時予定

場　所：京都産業会館内
〔（財）京都染織会館８階・シルクホール〕
〒６００－８００９京都市下京区四条通室町東入
ＴＥＬ０７５－２１１－８３４１

登録料：１ＬＯＭ ３,０００円（資料代）

※オリエンテーションは定刻通りに開催しますので時間厳守でお願い致
します。
※第１８回わんぱく相撲全国大会にエントリー下さいましてありがとうござ
います。今回のオリエンテーションに出席いただくことが「わんぱく相
撲全国大会参加」の最終意思確認になります。

【問い合わせ】わんぱく相撲全国大会実行委員会
〒102-0093  東京都千代田区平河町2-14-3日本青年会議所会館2F

（社）東京青年会議所内 担当：嶋田、須之内

TEL 03-5276-6161 FAX 03-5276-6160
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